
平成 20 年 11 月 10 日 
各  位 

会 社 名 株 式 会 社 I H I 
代 表 者 名 代表取締役社長  釡 和 明 
コード番号 ７０１３ 

問 合 せ 先 取締役執行役員 
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平成 21 年 3 月期通期の業績予想の修正に関するお知らせ 

平成 20 年 5 月 14 日に公表しました平成 21 年 3 月期（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日）

の業績予想について，下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

1. 平成 21 年 3 月期 通期 連結業績予想数値の修正 （平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 
（金額単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想 （A） 
（平成 20 年 5 月 14 日発表） 1,450,000 37,000 23,000 11,000 7.50 円

今 回 修 正 予 想 （B） 1,440,000 29,000 18,000 8,000 5.46 円

増 減 額 （B－A） △10,000 △8,000 △5,000 △3,000 △2.04 円

増 減 率 （％） △0.7 △21.6 △21.7 △27.3 △27.2
（ご参考） 
前期実績（平成 20 年 3 月期） 1,350,567 △16,807 △30,812 25,195 17.18 円

2. 平成 21 年 3 月期 通期 個別業績予想数値の修正 （平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 
（金額単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想 （A） 
（平成 20 年 5 月 14 日発表） 780,000 16,000 10,000 6,000 4.09 円

今 回 修 正 予 想 （B） 760,000 7,000 4,000 2,000 1.36 円

増 減 額 （B－A） △20,000 △9,000 △6,000 △4,000 △2.73 円

増 減 率 （％） △2.6 △56.3 △60.0 △66.7 △66.7
（ご参考） 
前期実績（平成 20 年 3 月期） 734,701 △46,554 △51,326 13,220 9.01 円
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3. 業績予想修正の理由 

(1) 連結業績予想 
平成 21 年 3 月期通期の連結業績につきましては，各事業の状況は概ね想定の範囲で推移している

ものの，今般の急激な円高相場を考慮し，業績予想の前提となる為替レートを見直すこととしたため，

前回発表予想に対して減益となる見通しとなりました。通貨別には，米ドルを 105 円から 100 円に，

ユーロを 160 円から 140 円に，また豪ドルを 95 円から 75 円にそれぞれ見直しを行っております。 
セグメント別の売上高・営業利益の見通しは，下表のとおりです。 

（金額単位：億円） 

前回発表予想（A） 今回修正予想（B） 増減額（B－A） 
 

売 上 高 営業利益 売 上 高 営業利益 売 上 高 営業利益

物 流 ・ 鉄 構 2,100 0 2,100 △20  △20

機 械 2,400 130 2,400 140  10

エネルギー・プラント 4,500 10 4,400 △40 △100 △50

航 空 ・ 宇 宙 3,200 150 3,200 140  △10

船 舶 ・ 海 洋 1,700 10 1,700 △20  △30

不 動 産 150 30 150 50  20

そ の 他 1,550 40 1,550 40  

消 去 △1,100 0 △1,100 0  

合  計 14,500 370 14,400 290 △100 △80

 
物流・鉄構事業は，橋梁・コンクリート製品などの公共事業関連の採算性改善が遅れているため，

悪化となる見通しです。機械事業は，世界的な金融危機の実体経済への影響が懸念されるものの，足

許の業績が堅調に推移しており，前回発表予想に対して増益となる見通しです。エネルギー・プラン

ト事業は，米ドル安に加えて豪ドル・ユーロ安の影響により，減収・減益となる見通しです。航空・

宇宙事業は，概ね堅調に推移しておりますが，円高米ドル安の影響で減益となる見通しです。船舶・

海洋事業は，前提為替レートの見直しに伴って外貨建契約の新造船の採算性が悪化する見通しです。

不動産事業は，堅調な実績を見通しに反映させた結果，前回発表予想に対して増益となる見通しです。

その他事業は，農機が米国市場の低迷の影響を受ける懸念がありますが，全体としては前回発表予想

どおりに推移する見込みです。 

(2) 個別業績予想 
平成 21 年 3 月期通期の個別業績につきましては，連結業績と同様の理由（船舶・海洋事業を除く）

により，前回発表予想に対して減収・減益となる見込みです。 
 

（注）上記の業績予想数値につきましては，当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており，実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

以 上 
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